
2026 年 1 月 11 日（2 週目）主日礼拝               「大バビロンから出なさい」(黙 18:1-4) 
国々同士が対立をしている。戦争が起こるかもしれないという緊張が走っている。未来について教会が教えることが出来ていないことが問題である。アメリカの白人が、今

貧しくなっている。昔は、ピューリタンの人達が信仰を持ってアメリカが祝福をされた。しかし今は、白人が教会を通いながらも貧しくなった。アメリカの教会が聖書解釈を

間違えて福音と使命を忘れた事が問題である(アメリカの教会が、神殿を回復する為にはユダヤ人を助けなければとなってしまった)。また、日本人は、偶像崇拝を続けてする

から災いが続き、貧しくなってしまった。日本人が偶像を捨てて、キリストを信じることが生かされる道である。 

1.大きな都バビロンの裁き 2.大バビロンから出なさい 3.征服者の生活 

▲大きな都、バビロンが裁かれることである。 

1)サタン(黙 12 章) 

 ・サタンが、自分を賛美されることを願い堕落をしてしまった。 

 ・悪魔は自分が神になろうと思い、反キリストに向かうようになった。 

 〇獣(黙 13 章) 

 ・自分を拝む組織を作る為に、獣を拝まされるようにした。 

 〇バビロン(黙 14 章、17-18 章) 

 ・バビロンの都市を作って人間を滅ぼすようにしている。 

2)黙 18:2(彼は力強い声で叫んで言った。「倒れた。大バビロンが倒れた。そして、悪

霊の住まい、あらゆる汚れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、憎むべき鳥どもの

巣くつとなった。) 

 ・悪霊が入ってしまうと人々は汚くなってしまう―考えも姿も行動も汚くなる。 

 ・悪霊は、偶像崇拝をするときに入ってしまう。 

 ・サタンの為の権力者がいるほどに問題になる―北朝鮮,ロシア,ウクライナ 

 ・偶像崇拝をするますます多くの国でつくられてしまっている。 

3)黙 18:3(すべての国々の民が、彼女の不品行に対する激しい御怒りのぶどう酒を飲

み、地上の王たちは、彼女と不品行を行ない、地上の商人たちは、彼女の極度の好

色によって富を得たからである。) 

 ・不品行を行うというのは、偶像崇拝をすること。 

 ・偶像崇拝をする時に災いが起こってしまう。 

 ・人々が高価なものだけを求めて、堕落の産業でお金を儲けるようになった。 

 ・青少年の堕落などが先進国や大都会に進んでいくようになる。 

4)黙 16:18(いなずまと声と雷鳴があり,大きな地震があった。この地震は人間が地上に

住んで以来,かつてなかったほどのもので,それほどに大きな、強い地震であった。) 

 ・大きな強い地震が起こるようになる。 

〇黙 16:21(一タラント程の大きな雹が,人々の上に天から降って来た。人々は,この雹

の災害のため,神にけがしごとを言った。その災害が非常に激しかったからである) 

 ・天から大きな雹(30kg)が落ちてくるようになった。 

5)黙 18:8(一日のうちに,さまざまの災害,すなわち死病,悲しみ,飢えが彼女を襲い,彼女

は火で焼き尽くされます。彼女をさばく神である主は力の強い方だからです。) 

 ・国自体が、一日の内に地震、雹、伝染病、火が燃えるなどで苦しみに陥った。 

 ・偶像崇拝をするたびに、ますます人々が苦しみに陥っている。 

 ・堕落産業のみが、ますます売れていくようになってしまった 

6)黙 18:21(大きな都バビロンは、このように激しく打ち倒されて、もはやなくなって

消えうせてしまう。) 

▲大バビロンから出るように。 

1)黙 18:4(私は天からもう一つの声

がこう言うのを聞いた。「わが民

よ。この女から離れなさい。そ

の罪にあずからないため,また,そ

の災害を受けないためです。」) 

2)創 6:14(あなたは自分のために、

ゴフェルの木の箱舟を造りなさ

い。箱舟に部屋を作り、内と外

とを木のやにで塗りなさい。) 

 ‣ロトがソドムとゴモラを出る時,

未練のある妻は塩の柱になる 

 ‣ノアの箱舟を通して、大バビロ

ンから出るようになった。 

3)創 12:1(「あなたは,あなたの生ま

れ故郷,あなたの父の家を出て、

わたしが示す地へ行きなさい。」) 

 ‣アブラハムが偶像の場から出た 

4)出 3:18(私たちに荒野へ三日の道

のりの旅をさせ,私たちの神,主に

生贄をささげさせてください。) 

 ・偶像崇拝から出て神様に生贄

を捧げさせるようにした。 

 ・悪魔に対する憎しみを持つ。 

5)イザ 6:13(その中に切り株があ

る。聖なるすえこそ,その切り株) 

 ・R-t はバビロン文化に負けない 

6)黙 18:20(この都のことで喜びな

さい。神は,あなたがたのために,

この都にさばきを宣告されたか

らです。) 

 ‣サタンの国が潰される事を喜ぶ 

 ‣教会や牧師が弱くなってる。 

 ‣悪魔を打ち砕くキリストを掴む 

▲サタンの国、宗教と戦う使命を持つ。 

1)黙 17:14(この者どもは小羊と戦いますが、小羊

は彼らに打ち勝ちます。なぜならば、小羊は主

の主、王の王だからです。また彼とともにいる

者たちは、召された者、選ばれた者、忠実な者

だからです。) 

 ・神様は私を軍人として召集して下さった。 

 ・軍人としてサタンの国を潰すように。 

2)やぐら 

 ・私は、神様が呼ばれたやぐらである。 

 ・1000 年の答えを受けることが出来るように。 

 ・仕事も出会いを通して実践できるように。 

2)使 1:8(聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、

あなたがたは力を受けます。そして、エルサレ

ム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果て

にまで、わたしの 証人となります。) 

 ・聖霊が臨まれる時に力を受けて証人となる。 

3)使 10:38(ナザレのイエスのことです。神はこの

方に聖霊と力を注がれました。このイエスは、

神がともにおられたので、巡り歩いて良いわざ

をなし、また悪魔に制せられているすべての者

をいやされました。) 

 ・聖霊にあふれる人がいる所は変わる。 

 ・聖霊の油を注がれたサタンに勝つ王となる 

 ・どんな人でも救い出せる預言者となる。 

 ・日本に 1000 の弟子が立てられるように。 

 ・日本の人を生かす伝道特攻隊となるように。 

 ・日本人を救い出す為には、女性の弟子が重要 

〇黙 18:24 

〇創 22:14(アブラハムは、その場所を、アドナ

イ・イルエと名づけた。今日でも、「主の山の上

には備えがある。」と言い伝えられている。) 

 ・アブラハムは備えて下さることを分かった。 

-アブラハムは神様を信じ捧げる信仰があった。 

 ・全てを主に任せることが出来るように。 



現場地教会（2026 年 1 月 11 日～2026 年 1 月 17 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】           「大バビロンから出なさい」(黙 18:1-4) 

    

【讃美】                   389 見よや十字架の 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 
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(お知らせ) 
 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


